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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第63期

第１四半期
累計期間

第64期
第１四半期
累計期間

第63期

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日

自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日

自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日

売上高 （千円） 1,285,814 1,323,950 6,504,953

経常利益又は経常損失（△） （千円） 117,058 △76,277 318,531

四半期（当期）純利益又は

四半期純損失（△）
（千円） 103,249 △74,525 251,628

持分法を適用した場合の

投資利益
（千円） － － －

資本金 （千円） 2,510,000 2,510,000 2,510,000

発行済株式総数 （千株） 13,730 13,730 13,730

純資産額 （千円） 4,831,034 4,937,724 5,018,287

総資産額 （千円） 9,600,412 9,713,008 10,349,252

１株当たり四半期（当期）

純利益又は１株当たり

四半期純損失（△）

（円） 7.54 △5.44 18.37

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 3.00

自己資本比率 （％） 50.3 50.8 48.5

　（注）１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては、記載しておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４　第63期第１四半期累計期間及び第63期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在

株式が存在しないため記載しておりません。また、第64期第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容に重

要な変更はありません。

　また、関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、新たに決定または締結した経営上の重要な契約等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

（経営成績の分析）

　当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政府、日銀による経済政策及び金融緩和対策により、個人消費、

企業業績、雇用環境が上向くなど緩やかな回復基調が続いています。一方、米国の金融緩和縮小による影響、中国

をはじめとする新興国の経済成長の鈍化に加え、国内では消費税増税に伴う駆け込み需要の反動による消費低迷な

どの懸念材料があり、依然先行き不透明な状況が続いています。

　このような状況の中で、国内売上高は、574百万円と前年同期（315百万円）に比べ、259百万円（82.5％）の大

幅な増収となりました。これは、農薬用中間物及び機能性用中間物が増加したためです。

　一方、輸出売上高は、749百万円と前年同期（970百万円）に比べ、221百万円（22.8％）の減収となりました。

これは、農薬用中間物は増加しましたが、医薬用中間物が大幅に減少したためです。

　この結果、総売上高は1,323百万円となり、前年同期（1,285百万円）に比べ38百万円（3.0％）の増収となりま

した。また、輸出比率は56.6％（前年同期75.5％）となりました。

　利益につきましては、円高是正により採算の改善していた輸出売上の減少、原燃料価格高騰分の製品価格への転

嫁遅れ、競争激化、工場稼働率の低下等による売上原価率の悪化により、営業損失は58百万円（前年同期 営業利

益103百万円）となりました。営業外損益では為替差損12百万円等を計上したこともあり、経常損失は76百万円

（前年同期 経常利益117百万円）、四半期純損失は74百万円（前年同期 四半期純利益103百万円）となりました。

 

（財政状態の分析）

　当第１四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べ636百万円減少の9,713百万円となりました。これは主

に、現金及び預金が380百万円増加しましたが、受取手形及び売掛金が1,025百万円減少したことによるものです。

　負債につきましては、前事業年度末に比べ555百万円減少の4,775百万円となりました。これは主に、借入金が

594百万円減少したことによるものです。

　また、純資産は前事業年度末に比べ80百万円減少の4,937百万円となり、自己資本比率は50.8％（前事業年度末

48.5％）となりました。

 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題については、重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。

(3）研究開発活動

　当第１四半期累計期間における研究開発費の総額は63百万円です。なお、研究開発活動の状況に重要な変更はあ

りません。
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(4）生産及び販売の実績

　当第１四半期累計期間において、生産及び販売実績が著しく変動しました。内容は下記のとおりであります。

　なお、当社の事業は、有機化学合成に基づく中間物の製造、販売、研究及びサービス等を行う単一セグメントであ

るため、セグメント情報を記載しておりませんので、「生産及び販売の実績」については製品の種類別ごとに記載し

ております。

① 生産実績

区分
　生産高（千円）

前年同四半期比（％）
前第１四半期累計期間 当第１四半期累計期間

医薬用中間物 547,881 166,472 △69.6

農薬用中間物 1,003,046 782,418 △22.0

機能性用中間物 9,763 119,778 ＋1,126.8

その他用中間物 29,372 44,834 ＋52.6

界面活性剤 123,829 77,204 △37.7

合計 1,713,894 1,190,707 △30.5

　（注）　金額は、販売価格（消費税等抜き）によっております。

② 販売実績

　区分
販売高（千円）

前年同四半期比（％）
前第１四半期累計期間 当第１四半期累計期間

医薬用中間物 490,505 181,470 △63.0

農薬用中間物 605,561 832,451 ＋37.5

機能性用中間物 72,265 173,798 ＋140.5

その他用中間物 24,885 37,574 ＋51.0

界面活性剤 86,070 87,416 ＋1.6

その他 6,525 11,239 ＋72.2

合計 1,285,814 1,323,950 ＋3.0

　（注）１　金額には、消費税等は含まれておりません。

　　　　２　主な輸出先、輸出販売高の増減は、次のとおりであります。

輸出先
輸出販売高（千円）

　前年同四半期比（％）
前第１四半期累計期間 当第１四半期累計期間

北米 960,394 606,764 △36.8

欧州 3,737 141,093 ＋3,675.0

アジア他 6,675 1,322 △80.2

合計 970,807 749,179 △22.8
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,730,000 13,730,000
東京証券取引所

（市場第二部）
単元株式数 1,000株

計 13,730,000 13,730,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額

（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成26年６月30日 － 13,730,000 － 2,510,000 － 2,016,543

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することができま

せんので、直前の基準日である平成26年３月31日の株主名簿により記載しております。

①【発行済株式】

平成26年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 　　30,000
－ 単元株式数　1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式 13,651,000 13,651 同上

単元未満株式 普通株式　　 49,000 － １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 13,730,000 － －

総株主の議決権 － 13,651 －

 

②【自己株式等】

平成26年３月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

スガイ化学工業株式会社
和歌山県和歌山市宇須

四丁目４番６号

30,000 － 30,000 0.22

計 － 30,000 － 30,000 0.22

　（注）　当第１四半期会計期間末の自己株式数は30,000株であります。

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成26年４月１日から平成26

年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について
　「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項によ

り、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、当企業集

団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいもの

として、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

①　資産基準　　 　 　 　 0.4％

②　売上高基準　　    　 0.6％

③　利益基準　　 　 　　△4.3％

④　利益剰余金基準 　　　△4.0％
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１【四半期財務諸表】

(1)【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 788,483 1,168,997

受取手形及び売掛金 2,363,037 1,337,707

商品及び製品 2,410,311 2,365,256

仕掛品 80,746 122,404

原材料及び貯蔵品 205,511 223,525

その他 40,230 23,136

貸倒引当金 △7,112 △4,025

流動資産合計 5,881,207 5,237,002

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 869,364 856,435

機械及び装置（純額） 929,019 919,867

土地 1,328,624 1,328,624

その他（純額） 443,562 435,871

有形固定資産合計 3,570,570 3,540,799

無形固定資産 5,817 5,817

投資その他の資産   

投資有価証券 815,946 853,753

関係会社株式 3,819 3,819

その他 86,081 86,007

貸倒引当金 △14,190 △14,190

投資その他の資産合計 891,656 929,388

固定資産合計 4,468,044 4,476,005

資産合計 10,349,252 9,713,008

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 775,785 729,362

短期借入金 1,200,000 800,000

1年内返済予定の長期借入金 800,777 768,678

未払法人税等 45,001 2,657

賞与引当金 82,127 39,991

その他 469,394 619,924

流動負債合計 3,373,085 2,960,614

固定負債   

長期借入金 1,482,040 1,319,250

退職給付引当金 306,832 323,837

その他 169,007 171,581

固定負債合計 1,957,880 1,814,669

負債合計 5,330,965 4,775,283
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成26年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,510,000 2,510,000

資本剰余金 2,016,543 2,016,543

利益剰余金 351,823 236,198

自己株式 △4,776 △4,776

株主資本合計 4,873,589 4,757,964

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 144,697 179,759

評価・換算差額等合計 144,697 179,759

純資産合計 5,018,287 4,937,724

負債純資産合計 10,349,252 9,713,008
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(2)【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

売上高 1,285,814 1,323,950

売上原価 955,222 1,159,784

売上総利益 330,591 164,165

販売費及び一般管理費   

発送運賃 24,992 20,694

従業員給料及び手当 76,145 75,650

賞与引当金繰入額 11,337 10,460

退職給付費用 15,727 16,001

その他 98,878 99,613

販売費及び一般管理費合計 227,082 222,421

営業利益又は営業損失（△） 103,509 △58,255

営業外収益   

受取利息 19 32

受取配当金 13,795 13,789

為替差益 4,738 －

補助金収入 6,211 －

その他 4,491 1,441

営業外収益合計 29,256 15,264

営業外費用   

支払利息 9,972 8,097

為替差損 － 12,489

その他 5,734 12,700

営業外費用合計 15,706 33,286

経常利益又は経常損失（△） 117,058 △76,277

特別損失   

固定資産除却損 6,100 2,833

特別損失合計 6,100 2,833

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 110,958 △79,111

法人税、住民税及び事業税 7,902 1,901

法人税等還付税額 － △6,318

法人税等調整額 △193 △169

法人税等合計 7,708 △4,585

四半期純利益又は四半期純損失（△） 103,249 △74,525
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【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）の償却額は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間

（自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日）

減価償却費 110,316千円 114,238千円

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）及び当第１四半期累計期間（自　平成

26年４月１日　至　平成26年６月30日）

　当社の事業は、有機化学合成に基づく中間物の製造、販売、研究及びサービス等を行う単一セグメントである

ため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失（△）及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

  
前第１四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日)

１株当たり四半期純利益又は

１株当たり四半期純損失（△）

 

 
7.54円 △5.44円

（算定上の基礎）    

四半期純利益又は

四半期純損失（△）
（千円） 103,249 △74,525

普通株主に帰属しない金額 （千円） － －

普通株式に係る四半期純利益

又は四半期純損失（△）
（千円） 103,249 △74,525

普通株式の期中平均株式数 （千株） 13,701 13,699

（注）前第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。また、当第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、

１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年８月11日

スガイ化学工業株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 日根野谷　正人　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 奥　田　　賢　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているスガイ化学工業

株式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第64期事業年度の第１四半期会計期間（平成26年４月１日から

平成26年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、スガイ化学工業株式会社の平成26年６月30日現在の財政状態及び同日をもって

終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

スガイ化学工業株式会社(E00906)

四半期報告書

13/13


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期財務諸表
	(1)四半期貸借対照表
	(2)四半期損益計算書
	第１四半期累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

